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て「千人の交響曲」と名付けた。実際初演では、合唱団 858 人、オーケストラ 171 人、指揮者であ



































11 東京アカデミーオーケストラ HP『室内オーケストラとは何か』に基づき筆者論述。  
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12 菅野『未来の人材は「音楽」で育てる』に基づき、筆者論述。  
13 ガンシュ『オーケストラ・モデル』に基づき、筆者論述。  
14 大木『オーケストラの経営学』に基づき、筆者論述。  
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表 ２-1 楽器と演奏者の性格 比較表 






































（出所：大木「オーケストラ経営学」 ,2008.大内「「音大卒」は武器になる」 ,2015.を参考に筆者作成）  
 







図 1 -1 オーケストラの弦楽器の違い 比較図 
 
（出所：オーケストラの弦楽器各種の特徴を参考に筆者作成）  
表 ２-2 オーケストラの弦楽器の違い 比較表 
楽器 特徴 
ヴァイオ

















































表 ２-3 オーケストラとチェンバーオーケストラの比較表 










なものでは 1 第一ヴァイオリン 18 人、2
第二ヴァイオリン 16 人、ヴィオラ 14












































































































































































































































































































第４章 オーケストラ M：質的調査および分析 
第１節 質的調査方法 









第２項 質的調査概要  















18 北澤、古賀『「社会」を読み解く技法-質的調査法への招待』に基づき、筆者論述。  
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1 信頼  Able 
指示がなくとも各曲の開始前には必ず各自チューニング 19を行い
楽器のコンディションを整える。  
2 技術  ― 
初見の楽譜や曲でも、イン・テンポ 20で譜読みし、本番と同じレベ
ルで弾くように速読する。  






4 信頼  Believable 
曲の始まり時は各パートずつに呼吸を合わせる。（呼吸を吸ってか
ら弓を下ろす、など）  



















を見ることから、奏者二人を 1 プルトと数える。  







7 信頼  Connected 
 譜面台１台につき２名いるうちプルトの裏の人が必ず譜めくりを
行う。  




9 信頼  Connected 
楽譜のコピーが配られた回の次の練習には、指示がなくとも必ず
全て製本済みの楽譜を持参し出席する。  
10 信頼  Connected 
譜面台１台につき、必ず客席から見たときに裏側の人が譜面を持
参し設置する。  





12 配慮  ― ステージ入場時は必ず前列の人からステージに入場する。  
 
13 配慮  ― 
座る椅子の配置は、必ず首席奏者とパートリーダーが見えるよう
各自が調整して座る  






15 信頼  Dependable 
指示はなくとも必ず自主的にパート毎に分奏を行い、パート内で
のコンセンサスを高める。  
16 信頼  Dependable 
演奏本番中に、誰かが具合が悪く出演できなくなった場合、一人ず
つ前のプルトに繰り上がる。  




18 信頼  Dependable 首席奏者が A 線を引く場合、チューニングを始める。  






















































































































































































































































は 2 プルトの裏が表へ移動、3 プルトの裏が退場した場合、４プルトの表が 3 プル
トの裏へ繰り上がる。一番厄介なケースは、首席奏者である 1 プルトの表が退場し









































18 信頼  Dependable 首席奏者が A 線を引く場合、チューニングを始める。  






























































1. A 氏：男性：50 代：ヴァイオリン二スト  
（NY 駐在を経て現在日本の IT 企業でデジタルトランスフォーメーションを担当するヴァイオ
リン奏者）  
 
「昔ラグビーをやっていたのでラグビーに例えると、今の All Blacks がまさにそ
の状態で、自分の「意志」で全体を見てチームを信頼しボールを回していくとい










































































































































































































































































































































































































































































































36 伊丹敬之、加護野忠男『ゼミナール経営学入門』に基づき筆者論述。  
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